田口卯吉の鉄道論 : 福沢諭吉・『東海経済新報』との関連で by 川崎 勝












立を計画し、1887 年 3 月、両毛鉄道会社の社長に就任、両毛鉄道会社は、
翌 1888 年 5 月に営業を開始する。それは、すでに田口卯吉の鉄道論の実
践活動として論じられてきたことである 1。私もまた、「地域産業を支えた























田口卯吉が鉄道について初めて言及したのは、1880（明治 13）年 6 月






































月 25 日の『東京経済雑誌』（Ｔ 39）の「福沢先生著民間経済録第二篇ヲ読
ム」（③ 183-186）からである。
福沢諭吉の『民間経済録 二編』は 9 月に刊行されるが、それに先立っ
て、『東京経済雑誌』の自由貿易論に対抗して保護貿易主義を唱える雑誌























































て、明治 12 年度予算を示して、歳入はイギリスの 7 分の 1、フランスの











































































『東海経済新報』は、土師生「読東京経済雑誌」（9 月 5 日・15 日、S2・
3）、甲藤大器「読読東海経済新報」（9 月 15 日、S3）、山中鹿六「民間経
済録ノ評ヲ読ム」、倭護太郎「読々々々東海経済新報」（10 月 5 日、S5）、
犬養毅「保護税論」（10 月 25 日─ 11 月 25 日、S7-10）、大石正巳「保護
貿易論」（10 月 25 日、S7）、四方素「論東京経済雑誌記者」（12 月 25 日、
S13）、犬養毅「保護政策の功績」（1881 年 1 月 15 日、S14）、四方素「駁
自由貿易論者之僻見」（1 月 25 日、S15）、大内生「保護政策ノ我国ニ適切
ナルヲ論ス」（2 月 15 日─ 3 月 25 日、S17、18、20、21）など、田口およ
び『東京経済雑誌』批判を次々と掲載した。これに対して『東京経済雑
誌』も、田口卯吉「東海経済新報ヲ読ム」、長坂鉄吉「東海経済新報ヲ読
ム」（9 月 5 日、T37）、田口卯吉「東海経済新報記者に再思を請ふ」、長坂
鉄吉「再ヒ東海経済新報ヲ読ム」、松村好三郎「読々々東海経済新報」（9
月 25 日、T39）、田口卯吉「自由交易論」（10 月 15 日─ 12 月 5 日、T41、
T44、T46）などで応酬した。いわゆる自由保護貿易論争の発端である6。






















































性を示し、『国会論』（1879 年 8 月）で国会開設がいかに政府を利するもの
であるかを述べ、民間啓蒙と政府への懐柔の両方向に議論を集中させる。
さらに、『民間経済録 二篇』（1880 年 8 月）の後に刊行される、『国会論』
の続編として構想された『時事小言』（1883 年 10 月）では、西南戦争のイ
ンフレによる国庫歳入の大幅な減少に対しての増税を、国会開設によって

























































12 月 5 日、翌 1881 年（明治 14）3 月 5 日、25 日の『東海経済新報』（S11、





































































































































































































































































































































次いで、5 月 5 日、鷗渡居士「東山鉄道論第一回」（S25）を掲載した。
日本鉄道の東京を起点として、高崎から青森へ、高崎から大津に延長し、
三府を連接して一大市場を実現すべきであるとの観点から、田口の説を批
判し、犬養の「間接の利」の意義を強調し、東山道 13 ヶ国に該当する 11

























































　甲国　丙国製造品原価 100 弗＋運送費 50 弗＋輸入税 50 弗
　　　　＝甲国販売原価 200 弗

















































甲国　甲国製品原価 100 円＋運賃 50 円＝ 150 円
　　　外国製品売価 80 円＋運賃 50 円＝ 130 円……内国製品絶滅
　　　外国製品売価 80 円＋運賃 50 円＋海関税 30 円
 ＝ 160 円……輸入抑制・邦国製造興起　
乙国　乙国製品原価 120 円＋運賃 70 円＝ 190 円
　　　外国製品売価 80 円＋運賃 70 円＝ 150 円……内国製品絶滅
　　　外国製品売価 80 円＋運賃 70 円＋海関税 30 円
＝ 180 円……輸入抑制・邦国製造興起に至らず　
鉄道の便がよい甲国は乙国より製品価格、運賃とも 20 円安く 150 円で
販売できるが、保護関税をかけなければ 20 円安い外国製品に敗けて国内
産業は絶滅してしまう。海関税を 30 円課せば 10 円高くなり、輸入を抑制
し国内産業を育成する。これに対して、乙国は国内製品、運賃とも 20 円
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1882 年 10 月 15 日に第 76 号を出した『東海経済新報』は、その後、何
の報道もないまま発行されず、廃刊となった。11 月 8 日付『時事新報』
が「雑報」欄に「東海経済新報　京橋区南鍋町東海社より出版の東海経済
新報は都合に由り暫時休刊するよし」と報じているだけで、その理由は明






















• 『東京経済雑誌』第 24 号 → T24（『鼎軒田口卯吉全集』吉川弘文館、1928
年に収録のものは、便宜的に巻、頁を④ 12 と文中に付した。）
•『東海経済新報』第 12 号 → S12
• 福沢諭吉の著作は、『福沢諭吉全集』岩波書店、1959 年の巻、頁を、F ④
370 とし、文中に付した。
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